
の
交
通
安
全
大
会
」
 
に
出席
。
こ

の
大
会
に
は
交
通
指
導
隊
や
母
の

会
な
ど
関
係
者
約
二
百
人
が
参
加

し
、
全
員
で
安
全
官
膏
を
し

ま
し

た
。
吉
さ
ん
は
、
最
近
知
人
を
亡

く
し
た
こ
と
等
を
述
べ
 
「大
人
か

ら
子
供
へ
交
通
事
故
の
重
大
さ
を

教
え
て
ほ
し
い
」
と
事
故
防
止
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

引
き
続
き
、
参
加
者
と
と
も
に

町
内
ニ
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
し
、
吉

さ
ん
を
ひ
と
め
見
よ
う
と
沿
道
に

詰
め
か
け
た
住
民
に
笑
顔
で
答
え

安
全
運
転
を
P
R
し
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
金
木
署
に
戻
り
署
員

通
常
点
検
を
し
、
 
「私
が
気
付
い

た
事
、
交
通
安
全
と
暮
ら
し
」
と

題
し
て
講
話
を
行
い
、
最
後
に
署

長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
 

⑦ 広報かなぎ―川川HHIIHII 

四
月
七
日
、
歌
手
で
当
町
在
住

の
吉
幾
三
さ
ん

（
三
十
九
歳
）
が

金
木
警
察
署
の

一
日
署
長
と
し
て

交
通
安
全
に
一
役
買
い
ま
し
た
。
 

吉
さ
ん
は
、
金
木
署
で
岡
田
信

逸
署
長
か
ら

一
日
署
長
と
し
て
委

嘱
状
を
交
付
さ
れ
、
そ
の
足
で
金

木
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
 
「春
 

右
見
て
・
左
見
て
 

よ
し
ノ
 
い
く
ぞ
う
 

吉
幾

三
さ
ん

一
日
警
察
署
長
 

若い人たちも運動に参加して下さい 

国産第1号の 

ジェット戦闘機がやってくる 

サントピアホーム 

芦野公園清掃 
芦
野
公
園
に
設
置
さ
れ
る
 

ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
 

一
つ
ー
つ
丁
寧
に
拾
っ
て
歩
く
 

こ
の
ほ
ど
自
衛
隊
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の

無
償
貸
付
が
決
ま
り
、
公
園
内
B
&
G
プ

ー
 

ル
の
東
側
に
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

T
二
型
二
人
乗
り
の
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
は
、
 

国
産
第

一
号
機
と
し
て
航
空
自
衛
隊
第
四
空

団

（
松
島
）
で
使
用
し
て
い
た
も
の
で
、
四

月
二
十
二
日
か
ら
取
付
け
工
事
が
行
わ
れ
、
 

二
十
七
日
に
完
成
す
る
予
定
で
す
。
 

研
修
の
機
会
を
利
用
し
て
第
四
空
団
を
視

察
し
た
町
議
会
副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
ら

は
「
貴
重
な
ジ
ェ
ッ
ト
機
を
町
に
設
置
で
き

る
こ
と
は
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
。
大
切
に

し
て
い
き
た
い
己
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

今
年
の
桜
ま
つ
り
で
大
い
に
注
目
を
浴
び

そ
う
で
す
。
 

四
月
五
日
、
大
東
ケ
丘
サ
ン
ト
ピ
ア
ホ

ー
 

ム
（
園
長
ー
花
田
昭
一
）
の
、
園
生
三
十
「
1
 

人
が
、
社
会
教
育
の

一
環
と
し
て
芦
野
公
園

内
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
 

清
掃
前
に
、
田
中
町
長
が
激
励
に
駆
け
つ

け
 
「公
園
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
毎
年
ご
苦

労
様
で
す
」
 
と
挨拶
。
 

サ
ン
ト
ピ
ア
ホ
ー
ム
で
は
、
四
月
二
十
九

日
か
ら
始
ま
る
芦
野
公
園
の
桜
ま
つ
り
前
の

こ
の
時
期
に
、
毎
年
清
掃
活
動
を
お
こ
な
っ

て
お
り
今
年
で
十
三
年
目
に
な
り
ま
す
。
 

園
生
は

一
人
一
人
デ
レ
キ
と
ゴ
ミ
袋
を
手

に
冬
の
間
に
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
や
、
 

紙
く
ず
な
ど
拾
い
集
め
ま
し
た
。
 



	 ・III"" 川I川~ 広報かなき 

功
労
者
7
2人
1

団
体
に
授
与
 

平
成
5
年
度
金

木
町

褒
賞
 

去
る
三
月
ニ
十
九
日
、
役
場
会

議
室
で
平
成
五
年
度
褒
賞
授
与
式

が
行
わ
れ
、
各
分
野
で
活
躍
し
、
 

広
く
町
民
の
模
範
と
な
っ
た
七
十

二
人

一
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
式
で
は
、
田
中
勇
治
町
長

が
 
「皆
さ
ん
が
各
分
野
で
町
に
多

大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
感
謝
し

て
い
ま
す
い
と
式
辞
を
、
加
藤
卓

爾
総
務
・
建
設
常
任
副
委
員
長
が

褒
賞
審
査
の
経
過
報
告
を
述
べ
ま
 
 

し
た
。
 

こ
の
後
、
 】
 

人

一
人
に
褒
賞

状
が
手
渡
さ
れ
、
 

受
賞
者
を
代
表

し
て
嘉
瀬
下
新

町
の
今
兼
春
さ

ん
が
 
「こ
の
受

賞
を
契
機
に
決

意
を
新
た
に
し

町
発
展
の
た
め

尽
く
し
ま
す
己

と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次

の
と
お
り
。
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

中
野
 
博
之
 

（
町役
場
永
年
勤
続
）
 

福
井
 
定
治

（
同
）
 

小
野
賢

一
郎
（
同
）
 

山
口
 
信
保

（
同
）
 

泉
谷
 
道
久

（
同
）
 

中
村
 
武
治

（
同
）
 

前
田
 
晃

（
同
）
 

石
戸
谷
鏡
治

（
同
）
 
 

⑥
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第

一
号
 

中
谷
 
明
良
 

（職
業
訓
練
指
導
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

工
藤
 
義
光
 

（
金木
農
協
役
員
の
功
労
）
 

斉
藤
 
静
枝
 

（
金
木農
協
永
年
勤
続
）
 

奈
良
 
繁
成

（
同
）
 

田
中
由
美
子

（
同
）
 

松
川
 
雅
行
 

（
嘉
瀬農
協
永
年
勤
続
）
 

中
村
 
純
子

（
同
）
 

須
崎
都
々
子

（
同
）
 

今
 
弘

晃
 

（
共
済
組
合永
年
勤
続
）
 

棟
方
 
兼
夫
 

（
土
地
改良
区
役
員
の
功
労
）
 

斉
藤
 
君
雄
 

（
土
地
改良
区
永
年
勤
続
）
 

山
中
 
京
子

（
同
）
 

加
藤
 
定

一
 

（
町内
事
業
所
永
年
勤
続
）
 

外
崎
 

広

（
同
）
 

鳴
海
 

賛

（
同
）
 

浅
利
 
勝
義

（
同
）
 

原
田
 
幸
雄
 

（
交
通
安
全
の
功
労
）
 

米
谷
 

昇

（
同
）
 

金
木
地
区
防
犯
指
導
隊
 

金
木
支
隊
 

（
防
犯
の
功
労
）
 

三
上
 

保
（
同
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

柴
田
寿
美
江
 

（
保健
協
力
員
の
功
労
）
 

成
田
 
チ
セ
 

チ
セ
（
同
）
 

（
同
）
 

徳
田
ギ
ョ
エ
 （

同
）
 

福
長
 
敏
子
 

（
同）
 

青
山
 

ユ
キ
 （

同
）
 

角
田
ア
イ
子
 

（
同）
 

石
戸
谷
良
子
 

（
同
）
 

白
川
 
末
子
 

（
同
）
 

浅
利
イ
ツ
子
 

（
同
）
 

（
同
）
 

（
同
）
 

（
同
）
 

（
同
）
 

（
献血
協
力
者
）
 

阿
部
 
正
治
（
同
）
 

高
橋
 
未
央

（
同）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号
 

津
島
 
康
男
 

（
消
防
団永
年
勤
続
）
 

小
野
 
正
一
 
（
同）
 

吉
田
 
進
（
同

）
 

小
松
 
久
倶
（
同
）
 

白
川
長
左
工
門
 

（納
税
組
合
の
功
労
）
 

一
一一
上
 節
子

（
同
）
 

舛
甚
イ
ェ
子
（
同
）
 

宮
崎
 
君
子

（
同
）
 

石
戸
谷
せ
つ
子

（
同
）
 

山
口
 
幸
子

（
同
）
 

福
井
 
裕
子

（
同
）
 

遠
藤
 
忠
輔
 

（
金
木病
院
永
年
勤
続
）
 

古
川
 
則
子
（
同
）
 

奈
良
 
秀
子

（
同
）
 

葛
西
 
栄
子
（
同
）
 

山
内
 
淳
子

（
同
）
 

古
川
ア
ヤ
子

（
同
）
 

工
藤
 
敏
子
（
同
）
 

益
田
ヤ
ス
子
（
同
）
 

今
 
有

子

（
同
）
 

木
村
わ
か
子

（
同
）
 

佐
藤
せ
い
子

（
同
）
 

石
戸
谷
晃
子

（
同）
 

佐
藤
 
洋
子

（
同
）
 

一
 
一
 
 

褒
賞
規
則
第
三
条
第
六
号
 

白
川
 
昭
男
 

（
行
政協
力
委
員
永
年
勤
続
）
 

今
 
兼
春

（
同
）
 

今
 
重
雄

（
同
）
 

中
村
 
利
宗
（
同
）
 

―人ー人田中町長から褒賞を手渡しされました 

土
岐

山
中

木
下

毛
内

古
川

田
中
 

土
岐
 
ミ
ョ

山
中
 
フ
エ

木
下
 
節
子

毛
内
 
レ
ツ

古
川
 
芳
枝

田
中
 
孝
治
 

r
)
 

(
 



保健センター 

保
子

子
奈
代

信
淳

睦

賀
寿
 

内

和
 

口
元
山
 

賀

山
秋

小
越

鶴
 

熱

轟

ガ
 

臣
男
光

み
樹

律
久
弘

と
孝
 

ひ
 

川
長
崎
 

田

白

福
吉

今
前
 

長
事
佐

任
事

課
参
補
主
主
 

之
守
子

子

篤
 
悦

貞
 

田
田
谷

藤

山
沢
泉

伊
 

長
佐
長

任

室

補
係

、
王
 

子
ツ
治

子
子
子

夫
秀

栄
フ
武

久

絹
君

寿
幸
 

多

田
村

田

川
崎

利
島

前
吉
中

沢
古
宮

浅
津
 

長
事
佐

長
任

I
事

？

課
参

補
係
主

I
主
？
 

治
誠

貢
照
敬
弘

雄
範
三
勲

子
志
利
吾

一
雄
雄

俊
 
勝
 
喜

逸
博
泰
 

裕
泰
昌

彰

良
幸
行
 

島
藤

川
 
川
中

中

川
 
元

間
元

川
川
元
西
葉

神
伊
白

今
白
山

田
白
今
秋

門
藤
白
白

藤

葛
千
 

舞

”
灘
（
"
"
”
血
ザ

轟
轍
 

生
子
一

一
美
子

寿

鶴
修
久

康

千
 

岐
谷
橋
田

今
土
秋

大
桑
 

誠
鉢
眺
讐
 

光
晃

彦
義
子
子

樹
紀
司
尚

幸

義
 
雅

金
光

つ
正
正
 

長
 

せ
 
谷

山
田
中
谷

野
谷

田
村
村

賀
村

杉
前

田
中
小

戸

角
秋
西
加
西
 

石
 

諏
桃
森
誓

”
ザ

”
”
 
 

郎
久
己

一
悟
蔵
俊
忠
子

孝
彦

一
道

克

建
 

秋
光
 

裕

和
清

賢
 

野
谷

田
元

中

田
藤
藤

井

山

川

小
泉

桑
秋
田

吉
伊
伊

福
寺
古
 

線
井
讐

β
”
”
”
班
獅
拝
 

治

逸

嘉
み
彦

一
省
博

一
彦
一
夫
実

幸
渉

堅
良
八

す
春

洋
一
 
陽

重
文
幹
 

常

岡
 

内
 

崎
田
海
丸
田

山

西
田
部
 
谷

中

尾

下
口

宮
成

鳴
伊
原

小

葛
原
阿

今
中
山
長
木

川
 

蘇
井
眺
庭
”

”
"
"
（
喜

”
”
"
"
 

之

務
郎

子
一
一

博
 

力
理
隆
 

真
 

野
藤

中
田

川

中

斉

畑
成
黒
 

長
佐

ー
 
任
事

課

補

I
主

、
王
 

博
悦

彦
信
繁

子
範

子
弘

蔵
子

留

亮

政
清
 

理
吉
美

委

金
正
諭
 

恵
 

留
 

村
元

田
田
藤

川
谷

中
谷

藤

良
田

木
秋

原
前

加
白
中
田
中

工
奈

角
 

長
佐

ー
長

ー
任

ー
 I
事
技

貝
職

課
補
ー

係
ー

、
王
I
 
I、
王主
技

休
 

治

健
律
祐
寛

子
子

定
勇
義
恵
泰
美

奈
 

恵
美

井
村
 

藤
坂
藤
海

福
木

今
斉

夏
伊
鳴
 

長
佐

【
長

《
任
事

室

補
ー

係

1
、
王、
王
 

水 道 課 出 納 室 町 民 課 民 生 課 

選管事務所 建 設 課 産 業 課 商工観光課 総 務 課 企 画 室 

保 険 課 税 務 課 

主 技一主任技能貝

主 労＝主任労務員

主 保＝主任保母

主 厚＝主任厚生貝

主保婦＝主任保健婦

技 員＝技能貝

労 員一労務員

用 員＝用務貝

調 師＝調理師

調 員一調理員 

係長 三上 節子 

議会事務局 

夫
子
子

信
良
幸
 

内
坂
口

竹
松
山
 

長
事

任

局
参

主
 

二

子
豊

均

紘
友
 

崎
島
士

口

山

津

福

川
 

長
長

ー
員

館
係
？

技
 

一
博
子

昌

謙
国
啓

良
 

西
藤
中

橋

葛
伊
田

大
 

長
事

長

長

局
参
次

係
 

春
子
馨

均
司
人

芳
京
 

健
拓
 

中
滝

中

中

良
内

田
黒
田

山
奈
竹
 

長
佐

I
 ー
長
事

次

補

I
 ー
係

、
王
 

金木中学校 金木南中学校 金木小学校 嘉瀬小学校 喜良市小学校 川倉小学校 

用貝 

調員 

” 

鳴海 幸憲 

高橋 セコ 

川山ケイ子 

用員

調貝 
'I 

木村 清忠 

白川陸奥子 

山中ふみ子 

用貝

調貝 
'1 

白川 勝信

エ藤千加子

小松ョシ子 

用員

調員 

” 

松川 幸憲

伊藤レイ子

神成 友子 

用員

調貝 

” 

大橋 

寺山 

大橋 

信政 

優子 

啓子 

用員 

調員 

” 

外崎 サダ 

原田 愛子 

白川留美子 

農業委員会 教育委員会 中央公民館 

第 1保育所 第 2 保育所 第 3 保育所 第 4 保育所 川倉児童館 

所長

主保

保母 

” 

” 

,I 

山中美智子

杉山倭文子

山田 恵子

白川恵久子

田中 照子

岡田ゆかり

阿部 きせ 

所長

主保

保母 

” 

” 

用員 

白川 和子

大橋寿々子

山田伊津子

成田 久子

藤本まっ子

工藤 さだ 

所長

主保

保母 

” 

” 

石戸谷鏡治

外崎 啓子

高橋 律子

大学 恵子

菊地希久子

山中 弘恵

今 るり子 

所長

主保

保母 

” 

調師

用貝 

木田 昭二

山中 光子

秋田 千幸

舛甚イエ子

沢田 智代

伊丸岡紀子 

館長

主厚 

中谷

白川 

弘子

教子 

調師 

海洋センター 

技貝 岡田 健児 

福祉センター 

所長 白川 昭夫

用員 松尾 久子 

” 奈良ノリ子 

技員 古川 秀武 

町 長

助 役

収入役

教育長 

治
 
次
 
男
 
義

勇
昭
義
勝

中
 
田
 
海
 
田

田
 
角
鳴
 
成
 

平成6年度 金木町職員配置図 

⑨ 広報かなぎ I'll'川川I'll""・・・ 



亙4PPy Wedding 

1994.4.2 

新郎 山田 秀樹さん（金 木） 

新婦 石戸谷星子さん（金 木） 

この度めでたく 「かなぎ公民館ブライダル」 （企画・進行

一事務局 「金木町中央公民館」）によりカップルとなられ

た方々をご紹介いたします。 

★
ご
結
婚
を
ご

予
定

さ
れ

て
い
る
方
は
、

お
気
軽

に
金
木

町
中
央

公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。

す
べ
て
事

務
局
が
手
配

い
た
し
ま

す
。

（
T
E
L

5
31
3
5
8

1
)
 

ま
た
、

お
二
人
の
お
名
前

と
結
婚
記

念
日
を

刺
し
ゆ

う
し

た
豪

華
桐
箱
入

ア
ル

バ
ム
の
記
念
品
等

々
た
く
さ
ん
の

特
典
が

あ
り

ま
す
。
 

●

か
存
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

凡喝 2czD 0 員騒 C＝つ 

―料理⑩ 

ぐ 	, 、 

‘瓦ん一 

今回はカロリー少なめのヘルシー料理です。 

皆さんもどうぞお試し下さい。 

食生活改善推進員の 

秋 元 ー 恵さん 

、 

  

	・lHmHH川川 広報かなき ⑩ 
   

●こんにゃくのそぼろかけ 

／ーへ 	材 料（ 4 人分） 

白身魚 	 15og 
ノ＝、 しょう油 	小サジ 

"’ 砂糖 	 小サジ 

酒 	 大サジ 

‘こんにゃく 	1丁 

にんじん 	小1本 

だし 	 大サジ2 
油 	 大サジ1 

あさつき 	半わ

作り方 

①⑧の白身魚はゆでて皮と骨を除き、 

身を布巾でよくもみほぐし、ヒタヒ

タの水、調味料を加えてパラパラに

いる。 

②⑧のこんにゃく、にんじんは千切り

にし油でいため、調味料を加えて汁

気がなくなるまで煮る。 

③煮えた⑧を皿に盛り、④のそぼろを

のせ、小口切りにしたあさつきをそ  

える。 

●鮭のホイル蒸し 

材 料（ 4 人分） 

鮭の切り身 	 4切れ 
ベーコン 	 4枚 

じゃがいも 	 1個 

まいたけ 	 b0og 
アルミホイル 	3OcmX4枚 

バター 	 大サジ4 
塩・こしょう 	 少々 

作り方 

①鮭は塩こしょうして20分くらいおく。 

②ベーコンは二つ切り、じゃがいもは

拍子切りにして下ゆでし、まいたけ

は適宜に切っておく。 

③アルミホイルにベーコン、鮭、じゃ

がいも、まいたけの順にのせ、バタ 

ー大サジ1/2ずつのせて包み、湯気

のたった蒸し器で20分ほど蒸しあげ

る。残りのバターはアツアツのとこ

ろへ入れて食べる。 

口―力口リーでボリュームタップリ 

●ゆで卵とワカメの変わりおろしあえ

材 料（ 4 人分） 

卵 
	

4個 

塩ワカメ 
	

50 g 
かに風味かまぽこ 
	

4本 

大根 
	

300 g 
マョネーズ 
	

2/3カップ 

練りカラシ 
	

小サジ2 
作り方 

①卵はかたゆでにし 、カラをむきザク 

切りにして冷して おく。 

②塩ワカメは水につ けて戻し、食べや 

すい大きさに切っ て冷しておく。 

③かまIまこは粗くほ ぐしておく。 

④大根をおろし、軽く水気を切ってマ 

ョネーズ、カラシと合わせる。 

⑤（④）に①②を入れて混ぜ合わせて器に 

盛り、最後に③を散らす。 

⑧
 

K) 声，、 しょう油 	大サジ1.5 
=／ 酒 	 大サジ2 

く 

150 g 
小サジ1 
小サジ1 
大サジ2 
1丁 

小1本 

大サジ1.5 
大サジ2 
大サジ2 
大サジ1 

半わ 



ズ イ 何 

へ
 

このクイズは金木町にちなんだ施設、 

名称、文化財などを再発見してもらおう

と問題にしたものです。 

Q・川倉小学校の新築落成式記念に木彫

像が贈られました。除幕式が行なわれた

この像の名前は何でしょう？ 

よ
く
「
十
年
一
」ど
と

い
う
言

葉
が
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
医

療
に
お
い
て
の
 
『検
査
』
 
は
数年

あ
る
い
は
ニ
ー
三
年
で
も
古
い
も

の
が
新
し
い
も
の
に
置
き
換
え
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

検
査
法
の
発
達
、
検
査
機
器
の
進

歩
は
近
年
目
を
見
張
る
も
の
ば
か

り
で
、
ま
た
現
在
の
医
療
の
中
で

の
検
査
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
 

一
ロ
に
検
査
と
言
っ
て
も
多
種

多
様
で
、
私
達
検
査
技
師
の
業
務

範
囲
も
非
常
に
広
く
、
と
て
も
限

ら
れ
た
書
面
に
は
書
き
き
れ
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
代
表
的
な
検
査
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

心
電
図
検
査
、
脳
波
検
査
、
肺

機
能
検
査
等

（
生
理
検査
と
言
い

ま
す
）
、肝
臓
機
能
、
腎
臓
機
能
、
 

勝
臓
機
能
等

（
生
化学
検
査
と
言

い
ま
す
）
、
血
液
学
検
査
、
血
清

学
検
査
、
微
生
物
学
検
査
、
ウ
イ
 
 ル

ス
関
連
検
査
、
細
胞
学
検
査
、
 

輸
血
学
検
査
、
 一
般
検
査
等
で
、
 

こ
の
中
に
、
た
く
さ
ん
の
項
目
が

あ
る
わ
け
で
す
。
患
者
さ
ん
が
、
 

尿
、
便
、
血
液
等
採
取
さ
れ
ま
す

と
、
各
検
査
分
野
ご
と
に
分
離
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
査
担
当
者
に

回
り
、
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

「
．

,
，

ー
 

一
見
 

一
発
 

一
と
 

一
さ
 

ー
る
 

ー
ふ
 

「

ー
 

年
々
新
し
い
検
査
項
目
が
増
え
、
 

一
本
の
検
体
か
ら
多
数
の
項
目
に

分
か
れ
て
検
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
に
各
病
院
検
査
室
は
自

動
化
が
進
ん
で
き
て
お
り
、
当
病

院
の
検
査
室
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
 

そ
の
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
第

一
 
 に

十
年
前
に
導
入
さ
れ
た
自
動
血

球
計
数
器
が
あ
り
ま
す
。
十
八
項

目
同
時
測
定
で

一
時
間
当
り
百
一
一

十
検
体
の
処
理
能
力
が
あ
り
ま
す
。
 

次
に
血
糖
測
定
器
、
血
液
ガ
ス

分
析
装
置
、
電
解
質
測
定
装
置
、
 

全
自
動
ェ
ン
ザ
イ
ム
・
ア
ッ
セ
イ

装
置

（
腫癌
関
連
検
査
、
免
疫
検

査
）
、血
中
薬
物
濃
度
測
定
装
置
、
 

そ
し
て
、
昨
年
念
願
か
な
っ
て
導

入
さ
れ
た
生
化
学
自
動
分
析
装
置

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
最
後
に

述
べ
た
機
器
は
三
十
二
項
目
同
時

に
測
定
で
き
、
 一
時
間
に
六
百
検

体
の
処
理
能
力
が
あ
り
、
検
査
時

間
が
大
幅
に
短
縮
さ
れ
た
た
め
患
 
 者

さ
ん
達
の
待
ち
時
間
も
少
な
く

な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
救

急
患
者
、
重
症
患
者
等
緊
急
検
査

に
も
大
変
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
、
私
達
検
査
技
師
は
、
休
日
、
 

夜
間
、
深
夜
等
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル

に
て
救
急
患
者
、
重
症
患
者
に
対

応
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

将
来
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
導
入

し
、
よ
り
早
く
検
査
デ
ー
タ
を
医

師
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
様
な
体

制
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
私
達
検

査
技
師
は
地
域
住
民
の
健
康
管
理

に
少
し
で
も
役
に
立
ち
た
い
と

一

同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
 

⑩ 広報かなぎ川mmmm 	 

正解者の中から抽選で3名様に素敵な 

記念品を差し上げます。どんどん応募し 

て下さい。 

応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、電話 

番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号マ）よかった記事③ 

つまらなかった記事④ご意見・ご感想を 

記入のうえ 

〒O37- 02 

金木町大字金木字朝日山323 

金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は 5 月 2 日当日消印有効。 

当選者の発表は 5 月号に掲載します。 

3月号の答 ノルデ叱ク複合競技 

当選者は次の 2名です。 

喜良市 桑 田 昌 代 さん 

金 木 米 塚 まり子 さん 

たくさんのご応募、貴重なご意見有難う 

ございます。今回当選しなかった方もこ 

れにめげずどしどしご応募ください。 
ー”””両 



一
 

はじめま して 
ゆ 	い 

夢 依ちゃん 

3 月23日生まれ 
体重 	2,988 g 
金木団地30号 

中谷敏彦さんの長女 
みんなに好かれる子にな 
ってほしい。 

（母 美和子より） 

ゆう 	すけ 

有 祐ちゃん 

2 月21日生まれ 
体重 	2, 566 g 
金木川 端町 

長尾晃彦さんの長男 
たくましく元気に育って 
ほしい。 

（母 美 香より） 
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前年同月比 

Z、 85人

△ 88人

△ 173人 

L 16 
	ノ 

3月末現在 

男 6,033人 

女 6,664人 

計 12,697人 

世帯数 3,857 

、
 
ノ
 

人
ロ
と

世
帯
 

／
 

、
 

戸
籍
の
窓
 

3
月
届
出

分
 

お 

中今山土長棟

谷 中岐尾方 

夢琢を大g裕「有野Liめ 

隻費ま書轡竺轡で 
繁普光聾曇竪 i 
ビこ9 ～ノてソ！乙でプ c 

金膏嘉嘉金膏 う 
良 	良

木市瀬瀬木市 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、ーノ 、ーノ 、．~ 、ーノ 、ー~ 、ノ 、ノ “、ーノ 、．ー~ 、~ 

嘉金金金金金金金金蒔

瀬木木木木木木木木田 

一
 

<
 

(
 

お
ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

(
 

ガ
金

木

短
歌

会

ガ
 

を
プ
リ
ン
ト
に
し
て
配
り
、
名
前

を
伏
せ
て
会
長
が

一
首
ず
つ
読
み

上
げ
、
そ
の
後
鑑
賞
の
着
眼
点
と

か
、
助
詞
、
別
動
詞
、
表
現
方
法

が
適
切
で
あ
る
か
、
格
調
を
高
め

る
に
は
ど
の
よ
う
に
構
成
す
れ
ば

よ
く
な
る
か
に
つ
い
て
お
互
い
に

意
見
を
出
し
合
っ
て
品
格
の
あ
る

歌
に
な
る
よ
う
に
共
同
添
削
を
し

て
い
る
。
 

会
員
が
添
削
し
た
歌
は
、
さ
ら

に
添
削
し
、
公
民
館
発
行
の
 
「あ

づ
ま
り
っ
こ
」
 
に
発
表
。そ
の
ほ

か
東
奥
日
報
社
の
文
芸
歌
壇
に
も

発
表
し
て
い
る
。
 

公
園
内
で
発
表
会
を
開
き
懇
親
会
 

さ
く
ら
祭
期
間
中
、
 一
日
だ
け
 一 一

 
(
 

で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
 

町
文
化
ま
つ
り
に
は
、
 一
人
十
 

点
以
内
の
賛
助
作
品
を
発
表
し
て
 

一
り
組
ん
で
い
る
o
 

い
る
o
 

一

一
 
主
な
活
動
は
、
毎
月
第
二
木
曜
 
短
歌

に
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
一

一
日
に
金
木
町
中
央
公
民
館
で
月
例
 
歌
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
 

一

一
歌
会
を
開
き
勉
強
し
て
い
る
c
 

電
話
五
一
一
ー
五
一
三
三
一

一
 
歌
会
に
は
、
会
員
が
詠
ん
だ
歌
 
事
務

局
 
花
田
柾
五
郎
一

ケ
、
？《、
？、
‘・、
ーく
く
‘
！

、
、“・
、
‘
ー
、
？
1、
、
ー、
、5、
ノ・、
》
、
イ

、
‘
ー・
くi、
、くく
ー
、
ノー
、
‘、
！‘
？
・
‘
！
し
 

蔀

利
鍔
詳
炉
嚇
 

（
笹
田
 
公紀

（
央之
）
車
力
村
 

「
中
村
 友
香

（
義信
）
喜
良
市
 

（
」「
内育
？
（
誰
環
細
 

籍
美
警
い
一）
柳
 

爵
護

鑓
稽
柿
 

爵

発
一
菱
？
杯

お
く
や
み
 

（
泣
谷
 

康
（
伸
）
神
奈
川
県
 
佐
藤
 

フ
 
サ
（8
9オ
）
金
 
木
 

「葛
西
 
千
雪

（
武彦
）
金
 
木
 
中
谷

秀
太
郎

（6
9才
）
川
 
倉
 

(
7
1オ
 

(
4
9才
 

(
8
0才
 

(
8
1才
 

(
7
4才
 

(
5
4才
 

(
6
6才
 

郎
（
7
9才
 

妙
子
（

6
0才

タ
 
ミ
（
7
6才
 

こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住
所

を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
し
な

い
方
は
町
民
課
窓
口
に
届
出
の

際
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
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金木短歌会のみなさん 

一月
例
歌
会
で
勉
強
 

一
 
当
会
は
、
芦
野
短
歌
会
と
故
三
 
公
園
内
で
発
表
会
を
開
き
懇
親
会
一
 

一
上
明
氏
会
長
の
既
存
の
会
が
昭
和
 
で
親
睦
を
深
め
て
い
る
。
 

一
 

〈
》
エ
」ー
ゴ
F」ー
「
一
一
 
、

コ
 
ー
こ
、「
《
『
、
、
 見
】
 

1
・
」
、
レ
し

レ
に
フ凡j
一
！
」
、
よ
、
 

一
t
、
」
ー
（
 

一
五
十
七
年
に
統
合
し
た
会
で
、
現
 
町

文
化
ま
つ
り
に
は
、
 一
人
十

玉

噴

什
三
名
で
文
化
活
動
に
取
 
点
以
内
の
賛
助
作
品
を
発
表
し
て
 一

 

三長小角 白秋津津山川 

上合野田川元田島本ロ 
四行弘良富喜綾豊 

雄美作雄之子衛 

(
 

(
 


